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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　付帯情報が付帯された複数の超音波画像を表示する表示部と、
　前記付帯情報に基づいて、前記複数の超音波画像のうち計測が未計測である未計測画像
において、前記計測に関する計測マーカのマーカ表示位置を決定するマーカ位置決定部と
を具備し、
　前記表示部は、
　前記複数の超音波画像のうち前記未計測画像における前記マーカ表示位置に、前記計測
マーカを表示すること、
　を特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　付帯情報が付帯された２つの超音波画像を並列表示する表示部と、
　前記２つの超音波画像に関して対となる２つの計測部位のうち選択された計測部位に基
づいて、前記選択された計測部位に関する超音波画像に対して、マーカ表示位置を決定す
るマーカ位置決定部と、を具備し、
　前記表示部は、前記２つの超音波画像のうち前記選択された計測部位に関する超音波画
像における前記マーカ表示位置に、計測に関する計測マーカを表示すること、
　を特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　前記付帯情報は、
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　前記複数の超音波画像各々を表示させる画像表示位置と、前記複数の超音波画像の種類
に応じた計測項目と、前記計測の実行の有無とを有し、
　前記マーカ位置決定部は、
　前記画像表示位置と、前記計測項目と、前記計測の実行の有無とに基づいて、前記マー
カ表示位置を決定すること、
　を特徴とする請求項１または２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記マーカ位置決定部は、
　前記計測項目に基づいて、前記複数の超音波画像のうち前記計測マーカを重畳して表示
する超音波画像を決定し、
　前記表示部は、
　前記決定された超音波画像における前記マーカ表示位置に前記計測マーカを表示するこ
と、
　を特徴とする請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記付帯情報は、
　被検体における診断部位と、前記計測の計測項目と、前記被検体の名称と、操作者の名
称とのうち少なくともひとつに対応する前記計測の計測点を示すマーカ位置情報を有し、
　前記マーカ位置決定部は、
　前記マーカ位置情報に関する計測と同じ計測が前記超音波画像に対して実行されるとき
、前記マーカ位置情報と前記付帯情報とに基づいて、前記マーカ表示位置を決定すること
、
　を特徴とする請求項１または２に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記付帯情報は、
　被検体に対する生体波形において、前記複数の超音波画像を収集した収集時点を有し、
　前記マーカ位置決定部は、
　前記計測に関して選択された計測項目に関する前記生体波形の時相に基づいて、前記複
数の超音波画像において、前記時相に含まれる前記収集時点に対応する超音波画像を特定
し、
　前記特定された超音波画像上に前記マーカ表示位置を決定すること、
　を特徴とする請求項１または２に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記マーカ位置決定部は、
　被検体における同一診断部位に関する前記複数の超音波画像が表示されている場合、前
記複数の超音波画像のうちアクティブ状態として設定された超音波画像において、前記マ
ーカ表示位置を決定すること、
　を特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記マーカ位置決定部は、
　被検体における異なる部位および異なる時点に関して発生された前記複数の超音波画像
が表示されている場合、前記複数の超音波画像における境界上に、前記マーカ表示位置を
決定すること、
　を特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記表示部は、
　前記計測マーカが重畳される前記超音波画像の色相に応じて、前記計測マーカの表示態
様を変更して、前記計測マーカを表示すること、
　を特徴とする請求項１乃至８のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
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　前記表示態様は、
　前記計測マーカの太さと色相と明度とのうち少なくともひとつであること、
　を特徴とする請求項９に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　超音波画像を含む複数の医用画像を、複数の医用画像のうち少なくともいずれかに付帯
された付帯情報とともに記憶する記憶部と、
　前記付帯情報に基づいて、前記複数の医用画像のうち計測が未計測である未計測画像に
おいて、前記計測に関する計測マーカのマーカ表示位置を決定するマーカ位置決定部と、
　前記医用画像とともに、前記計測マーカを前記複数の医用画像のうち前記未計測画像に
おける前記マーカ表示位置に表示する表示部と、
　を具備することを特徴とする医用画像処理装置。
【請求項１２】
　超音波画像を含む２つの医用画像を、２つの医用画像それぞれに付帯された付帯情報と
ともに記憶する記憶部と、
　前記２つの医用画像に関して対となる２つの計測部位のうち選択された計測部位に基づ
いて、前記選択された計測部位に関する医用画像に対して、計測に関する計測マーカのマ
ーカ表示位置を決定するマーカ位置決定部と
　前記２つの医用画像を並列表示し、前記並列表示された２つの医用画像のうち前記選択
された計測部位に関する医用画像における前記マーカ表示位置に前記計測マーカを表示す
る表示部と、
　を具備することを特徴とする医用画像処理装置。
【請求項１３】
　コンピュータに、
　超音波画像を含む複数の医用画像を、複数の医用画像のうち少なくともいずれかに付帯
された付帯情報とともに記憶させ、
　前記付帯情報に基づいて、前記複数の医用画像のうち計測が未計測である未計測画像に
おいて、前記計測に関する計測マーカのマーカ表示位置を決定させ、
　前記医用画像とともに、前記計測マーカを前記複数の医用画像のうち前記未計測画像に
おける前記マーカ表示位置で表示させること、
　を特徴とする医用画像処理プログラム。
【請求項１４】
　コンピュータに、
　超音波画像を含む２つの医用画像を、２つの医用画像それぞれに付帯された付帯情報と
ともに記憶させ、
　前記２つの医用画像に関して対となる２つの計測部位のうち選択された計測部位に基づ
いて、前記選択された計測部位に関する医用画像に対して、計測に関する計測マーカのマ
ーカ表示位置を決定させ、
　　前記２つの医用画像を並列表示し、前記並列表示された２つの医用画像のうち前記選
択された計測部位に関する医用画像における前記マーカ表示位置に前記計測マーカを表示
させること、
　を特徴とする医用画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置、医用画像処理装置および医用画像処理プログラ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波画像を計測するには、計測ツールの起動時に、計測点表示用マーカ（キャリパ）
が表示される。次いで、トラックボールなどのユーザーインターフェースを用いて計測し
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たい点までキャリパを移動させることにより、計測点を指定する必要がある。このため、
超音波診断装置は、計測ツールの起動時に表示されたキャリパの位置から計測したい点ま
での距離が短くなるように、計測ツールの起動時のキャリパ表示位置を制御している。制
御方法としては主に以下の様なものがある。
【０００３】
・画像表示モードを確認し複数の画像が表示されている場合、分割されている画面の境界
中央付近にキャリパを表示。
【０００４】
・ＣＨＩモードで２画面表示の場合、両画面にキャリパを表示。
【０００５】
・Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ（ツインビュー）表示の場合、両画面にキャリパを表示。
【０００６】
・ＡＦＩ（羊水インデックス）計測が起動され、かつ４画面表示の場合、一箇所目の計測
時左上の画面にキャリパを表示。二箇所目の計測時右上の画面のキャリパを表示。三箇所
目の計測時右下の画面にキャリパを表示。四箇所目の計測時左下の画面にキャリパを表示
。
【０００７】
・２Ｄ（２次元）画像とトレース画像が同時に表示されている場合、トレース画像を計測
する計測が起動された場合トレース画像側にキャリパを表示。２Ｄ画像を計測する様な計
測が起動された場合、２Ｄ画像側にキャリパを表示。
【０００８】
　しかしながら、現在のキャリパ表示位置決定法では、例えば、１画面に同一モードの複
数の画像が表示されている場合、計測ツール起動後にキャリパが分割画面中央付近に表示
されるので、計測点したい点から離れた位置にキャリパが表示されてしまう問題がある。
すなわち、計測ツール起動時に分割画面境界中央付近にカーソルが表示されるため、計測
したい画像上（画面上）にカーソルを移動する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　目的は、複数の医用画像の表示時において、複数の医用画像各々の付帯情報に基づいて
、計測マーカのマーカ表示位置を決定することにより、計測ツールの起動時に表示された
計測マーカの表示位置から計測したい点までの距離を短くすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、付帯情報が付帯された複数の超音波画像を表示す
る表示部と、前記付帯情報に基づいて、前記複数の超音波画像のうち前記計測に関する計
測マーカのマーカ表示位置を決定するマーカ位置決定部とを具備し、前記表示部は、前記
複数の超音波画像のうち前記未計測画像における前記マーカ表示位置に、前記計測マーカ
を表示すること、を特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本実施形態に係る超音波診断装置の構成の一例を示す構成図である。
【図２】図２は、本実施形態に係り、計測マーカ表示処理の手順を示すフローチャートの
一例を示す図である。
【図３】図３は、本実施形態の第１の変形例に係り、計測マーカ表示処理の手順を示すフ
ローチャートの一例を示す図である。
【図４】図４は、本実施形態の第１の変形例に係り、ツインビューにおいて、未計測画像
上に表示された計測マーカの一例を示す図である。
【図５】図５は、本実施形態の第１の変形例に係り、ツインビューにおいて、２つの超音
波画像の境界線上の中央に表示された計測マーカの一例を示す図である。
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【図６】図６は、本実施形態の第２の変形例に係り、計測マーカ表示処理の手順を示すフ
ローチャートの一例を示す図である。
【図７】図７は、本実施形態の第３の変形例に係り、並列表示された右頸動脈像と左頸動
脈像とにおいて、入力部を介してＲｉｇｈｔ　ＣＣＡが入力されたときに表示される計測
マーカの一例を示す図である。
【図８】図８は、本実施形態の第４の変形例に係り、２画面表示された収縮期画像と拡張
期画像とにおいて、収縮期に関する計測項目の選択により、右側の収縮期画像に表示され
た計測マーカの一例を示す図である。
【図９】図９は、本実施形態の第４の変形例に係り、心電波形において、境界時点と拡張
期と収縮期との一例を示す図である。
【図１０】図１０は、本実施形態の第４の変形例に係り、計測マーカ表示処理の手順を示
すフローチャートの一例を示す図である。
【図１１】図１１は、本実施形態の第５の変形例に係り、同一診断部位表示において、ア
クティブ画像上に表示された計測マーカの一例を示す図である。
【図１２】図１２は、本実施形態の第６の変形例に係り、相違診断部位表示において、２
つの超音波画像の境界の中央に表示された計測マーカの一例を示す図である。
【図１３】図１３は、本実施形態の第５および第６の変形例に係り、計測マーカ表示処理
の手順を示すフローチャートの一例を示す図である。
【図１４】図１４は、本実施形態の第８の変形例に係り、ツインビューにおいて、計測マ
ーカ表示態様を変更して表示した一例を示す図である。
【図１５】図１５は、本実施形態の第８の変形例に係り、計測マーカ表示態様変更処理の
手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照しながら本実施形態に係わる超音波診断装置を説明する。なお、以下
の説明において、略同一の構成を有する構成要素については、同一符号を付し、重複説明
は必要な場合にのみ行う。
【００１３】
　図１は、本実施形態に係る超音波診断装置１のブロック構成図を示している。同図に示
すように、超音波診断装置１は、超音波プローブ１１、装置本体１３、装置本体１３に接
続され操作者からの各種指示・命令・情報を装置本体１３に取り込むための入力部１５、
表示部１７を有する。加えて本超音波診断装置１には、心電計、心音計、脈波計、呼吸セ
ンサに代表される図示していない生体信号計測部およびネットワークが、インターフェー
ス（ＩｎｔｅｒＦａｃｅ：以下、Ｉ／Ｆと呼ぶ）部３１を介して接続されてもよい。
【００１４】
　超音波プローブ１１は、複数の圧電振動子と、整合層と、複数の圧電振動子の背面側に
設けられるバッキング材とを有する。複数の圧電振動子は、圧電セラミックス等の音響／
電気可逆的変換素子である。複数の圧電振動子は並列され、超音波プローブ１１の先端に
装備される。以下、一つの圧電振動子が一チャンネルを構成するものとして説明する。圧
電振動子は、後述する送受信部２１から供給される駆動信号に応答して超音波を発生する
。超音波プローブ１１を介して被検体Ｐに超音波が送信されると、送信された超音波（以
下、送信超音波と呼ぶ）は、被検体内の生体組織における音響インピーダンスの不連続面
で反射される。
【００１５】
　圧電振動子は、反射された超音波を受信し、エコー信号を発生する。エコー信号の振幅
は、超音波の反射に関する不連続面を境界とする音響インピーダンスの差に依存する。ま
た、送信超音波が移動している血流、および心臓壁等の表面で反射された場合のエコー信
号の周波数は、ドプラ効果により、移動体（血流および心臓壁の表面）の超音波送信方向
の速度成分に依存して偏移する。
【００１６】
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　以下、超音波プローブ１１は、１次元アレイを複数の振動子の配列方向と直交する方向
に揺動させて３次元走査を実行するメカニカル４次元プローブとして説明する。なお、超
音波プローブ１１は、１次元アレイにより２次元走査するプローブであってもよい。また
、超音波プローブ１１は、メカニカル４次元プローブに限定されず、２次元アレイプロー
ブであってもよい。
【００１７】
　整合層は、被検体Ｐに対する超音波の送受信を効率よくするために、複数の圧電振動子
の超音波放射面側に設けられる。バッキング材は、圧電振動子の後方への超音波の伝搬を
防止する。
【００１８】
　装置本体１３は、送受信部２１、画像発生部２３、記憶部２５、マーカ位置決定部２７
、画像合成部２９、Ｉ／Ｆ３１、制御プロセッサ（中央演算処理装置：Ｃｅｎｔｒａｌ　
Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ：以下ＣＰＵと呼ぶ）３３を有する。
【００１９】
　送受信部２１は、超音波プローブ１１における複数の振動子各々を駆動する駆動信号を
発生する。送受信部２１は、複数の振動子各々に駆動信号を供給する。送受信部２１は、
複数の振動子各々により発生された受信エコー信号に基づいて、受信信号を発生する。具
体的には、送受信部２１は、それぞれ図示していない超音波送信ユニットと超音波受信ユ
ニットとを有する。超音波送信ユニットは、それぞれ図示していないトリガ発生回路と、
送信遅延回路と、パルサ回路とを有する。超音波受信ユニットは、それぞれ図示していな
いプリアンプ回路と、受信遅延回路と、加算器とを有する。
【００２０】
　トリガ発生回路は、所定のレート周波数ｆｒＨｚ（周期：１／ｆｒ秒）で送信超音波を
形成するためのレートパルスを繰り返し発生する。トリガ発生回路は、所定のレート周波
数でレートパルスを繰り返し発生する。このレートパルスは、チャンネル数に分配され、
送信遅延回路に送られる。
【００２１】
　送信遅延回路は、複数のチャンネルごとに、送信超音波をビーム状に収束し、かつ送信
指向性を決定するために必要な遅延時間（以下、送信遅延時間と呼ぶ）を、各レートパル
スに与える。送信超音波の送信方向または送信遅延時間（以下、送信遅延パターンと呼ぶ
）は、後述する記憶部２５に記憶される。記憶部２５に記憶された送信遅延パターンは、
ＣＰＵ３３により超音波の送信時に参照される。遅延時間が付与されたレートパルスは、
後述するパルサ回路に送られる。
【００２２】
　パルサ回路は、このレートパルスに基づくタイミングで、超音波プローブ１１の複数の
圧電振動子ごとに電圧パルス（駆動信号）を印加する。これにより、超音波ビームが被検
体に送信される。
【００２３】
　被検体の生体組織で反射されたエコー信号は、超音波プローブ１１を介して受信エコー
信号としてチャンネル毎に取り込まれる。プリアンプ回路は、超音波プローブ１１を介し
て取り込まれた被検体からの受信エコー信号をチャンネル毎に増幅する。図示していない
アナログディジタル変換器は、増幅された受信エコー信号をディジタル信号に変換する。
【００２４】
　受信遅延回路は、ディジタル信号に変換された受信エコー信号に、受信指向性を決定す
るために必要な遅延時間（以下、受信遅延時間と呼ぶ）を与える。エコー信号の受信方向
または受信遅延時間（以下、受信遅延パターンと呼ぶ）は、記憶部２５に記憶される。記
憶部２５に記憶された受信遅延パターンは、ＣＰＵ３３により参照される。
【００２５】
　加算器は、遅延時間が与えられた複数のエコー信号を加算する。この加算により、超音
波受信ユニットは、受信指向性に応じた方向からの反射成分を強調した受信信号（ＲＦ（
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ｒａｄｉｏｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号ともいう）を発生する。この送信指向性と受信指向
性とにより超音波送受信の総合的な指向性が決定される。この総合的な指向性により、超
音波ビーム（いわゆる「超音波走査線」）が決まる。
【００２６】
　超音波受信ユニットは、被走査領域内の各走査線における深さごとの受信信号を、後述
する画像発生部２３に出力する。なお、超音波受信ユニットは、１回の超音波送信で複数
の走査線上に生じたエコー信号を同時に受信する並列受信機能を有していてもよい。
【００２７】
　画像発生部２３は、それぞれ図示していないＢモードデータ発生ユニットと、ドプラデ
ータ発生ユニットと、図示していないディジタルスキャンコンバータ（Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：以下、ＤＳＣと呼ぶ）と画像メモリとを有する。　
　Ｂモードデータ発生ユニットは、図示していない包絡線検波器、対数変換器などを有す
る。包絡線検波器は、送受信部２１から出力された受信信号に対して包絡線検波を実行す
る。包絡線検波器は、包絡線検波された信号を、後述する対数変換器に出力する。対数変
換器は、包絡線検波された信号に対して対数変換して弱い信号を相対的に強調する。Ｂモ
ードデータ発生ユニットは、対数変換器により強調された信号に基づいて、各走査線にお
ける深さごとの信号値（Ｂモードデータ）を発生する。
【００２８】
　なお、超音波プローブ１１がメカニカル４次元プローブである場合や２次元アレイプロ
ーブである場合、Ｂモードデータ発生ユニットは、被走査領域におけるアジマス（Ａｚｉ
ｍｕｔｈ）方向、エレベーション（Ｅｌｅｖａｔｉｏｎ）方向、深さ方向（以下レンジ（
Ｒａｎｇｅ）方向と呼ぶ）にそれぞれ対応付けて配列された複数の信号値からなる３次元
Ｂモードデータを発生してもよい。レンジ方向とは、走査線上の深さ方向である。アジマ
ス方向とは例えば、１次元超音波振動子の配列方向に沿った電子走査方向である。エレベ
ーション方向とは、１次元超音波振動子の機械的揺動方向である。なお、３次元Ｂモード
データは、複数の画素値または複数の輝度値などを、走査線に沿って、アジマス方向、エ
レベーション方向、レンジ方向にそれぞれ対応付けて配列させたデータであってもよい。
以下、Ｂモードデータ発生ユニットで発生されるデータをまとめて、Ｂモードデータ呼ぶ
。
【００２９】
　ドプラデータ発生ユニットは、図示していないミキサー、低域通過フィルタ（Ｌｏｗ　
Ｐａｓｓ　Ｆｉｌｔｅｒ：以下ＬＰＦと呼ぶ）、速度／分散／Ｐｏｗｅｒ演算デバイス等
を有する。ミキサーは、送受信部２１から出力された受信信号に、送信周波数と同じ周波
数ｆ０を有する基準信号を掛け合わせる。この掛け合わせにより、ドプラ偏移周波数ｆｄ

の成分の信号と（２ｆ０＋ｆｄ）の周波数成分を有する信号とが得られる。ＬＰＦは、ミ
キサーからの２種の周波数成分を有する信号のうち、高い周波数成分（２ｆ０＋ｆｄ）の
信号を取り除く。ドプラデータ発生ユニットは、高い周波数成分（２ｆ０＋ｆｄ）の信号
を取り除くことにより、ドプラ偏移周波数ｆｄの成分を有するドプラ信号を発生する。
【００３０】
　なお、ドプラデータ発生ユニットは、ドプラ信号を発生するために、直交検波方式を用
いてもよい。このとき、受信信号（ＲＦ信号）は、直交検波されＩＱ信号に変換される。
ドプラデータ発生ユニットは、ＩＱ信号を複素フーリエ変換することにより、ドプラ偏移
周波数ｆｄの成分を有するドプラ信号を発生する。ドプラ信号は、例えば、血流、組織、
造影剤によるドプラ成分である。
【００３１】
　速度／分散／Ｐｏｗｅｒ演算デバイスは、図示していないＭＴＩ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｔａ
ｒｇｅｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）フィルタ、ＬＰＦフィルタ、自己相関演算器等を有する
。なお、自己相関演算器の代わりに相互相関演算器を有していてもよい。ＭＴＩフィルタ
は、発生されたドプラ信号に対して、臓器の呼吸性移動や拍動性移動などに起因するドプ
ラ成分（クラッタ成分）を除去する。ＭＴＩフィルタは、ドプラ信号から血流に関するド
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プラ成分（以下、血流ドプラ成分と呼ぶ）を抽出するために用いられる。ＬＰＦは、ドプ
ラ信号から組織の移動に関するドプラ成分（以下、組織ドプラ成分と呼ぶ）を抽出するた
めに用いられる。
【００３２】
　自己相関演算器は、血流ドプラ成分及び組織ドプラ成分に対して自己相関値を算出する
。自己相関演算器は、算出された自己相関値に基づいて、血流および組織の平均速度値、
分散値、ドプラ信号の反射強度（パワー）等を算出する。速度／分散／Ｐｏｗｅｒ演算デ
バイスは、複数のドプラ信号に基づく血流および組織の平均速度値、分散値、ドプラ信号
の反射強度等に基づいて、所定領域の各位置におけるカラードプラデータを発生する。以
下、ドプラ信号とカラードプラデータとをまとめて、ドプラデータと呼ぶ。なお、ドプラ
データは、３次元的なデータ（以下、３次元ドプラデータと呼ぶ）であってもよい。以下
、３次元ドプラデータと３次元Ｂモードデータとをまとめて、ボリュームデータと呼ぶ。
【００３３】
　画像発生部２３は、所定の視線方向および視点と、ボリュームデータとに基づいて、透
視投影または平行投影によるレンダリング処理により、視点に対応するレンダリング画像
データを発生する。レンダリング処理は、例えば、サーフェイスレンダリング処理、また
はボリュームレンダリング処理、最大値投影（Ｍａｘｉｍｕｍ　ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ　ｐ
ｒｏｊｅｃｔｉｏｎ：以下、ＭＩＰと呼ぶ）などである。画像発生部２３は、３次元超音
波データに基づいて、被検体に対する任意断面の任意断面画像データを発生する。任意断
面画像データとは、例えば、断面変換（Ｍｕｌｔｉｐｌａｎａｒ　ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃ
ｔｉｏｎ：ＭＰＲ）画像のデータである。
【００３４】
　画像発生部２３は、Ｂモードデータ発生ユニットにより発生されたＢモードデータ基づ
いて、Ｂモード画像を発生する。画像発生部２３は、ドプラデータ発生ユニットにより発
生されたドプラデータに基づいて、ドプラ画像を発生する。画像発生部２３は、レンダリ
ング画像データに基づいて、レンダリング画像を発生する。画像発生部２３は、任意断面
画像データに基づいて、任意断面画像を発生する。具体的には、画像発生部２３は、ＤＳ
Ｃに対して、座標変換処理（リサンプリング）を実行する。座標変換処理とは、例えば、
Ｂモードデータ、ドプラデータなどからなる超音波スキャンの走査線信号列を、テレビな
どに代表される一般的なビデオフォーマットの走査線信号列に変換する処理である。画像
発生部２３は、座標変換処理により、表示画像としての超音波画像を発生する。
【００３５】
　以下、画像発生部２３により発生される画像（Ｂモード画像、ドプラ画像、レンダリン
グ画像、任意断面画像）をまとめて超音波画像（第１超音波画像）と呼ぶ。すなわち、画
像発生部２３は、送受信部２１から出力されたデータに基づいて、超音波画像を発生する
。画像発生部２３は、発生した超音波画像を、後述する画像合成部２９および記憶部２５
等に出力する。
【００３６】
　画像メモリは、発生された超音波画像（Ｂモード画像、ドプラ画像、レンダリング画像
、任意断面画像）に対応するデータ（以下、画像データと呼ぶ）を記憶する。画像メモリ
に記憶された画像データは、入力部１５を介した操作者の指示により、読み出される。画
像メモリは、例えば、フリーズする直前の複数のフレームに対応する超音波画像を保存す
るメモリである。このシネメモリに記憶されている画像を連続表示（シネ表示）すること
で、超音波動画像を表示部１７に表示させることも可能である。
【００３７】
　記憶部２５は、フォーカス深度の異なる複数の受信遅延パターン、複数の送信遅延パタ
ーン、本超音波診断装置１の装置制御プログラム、診断プロトコル、送受信条件等の各種
データ群、診断情報（患者ＩＤ、医師の所見等）、送受信部２１により発生された受信信
号を記憶する。記憶部２５は、画像発生部２３により発生されたＢモードデータ、ドプラ
データ、ボリュームデータ、超音波画像（Ｂモード画像、平均速度画像、分散画像、パワ
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ー画像、レンダリング画像、任意断面画像）などを記憶する。記憶部２５に記憶された複
数の超音波画像（第２超音波画像）は、画像発生部２３により発生された超音波画像（第
１超音波画像）を含むものとする。
【００３８】
　記憶部２５は、超音波画像に係る計測に関する計測ツール（計測プログラム）を記憶す
る。計測ツールとは、長さ、面積、体積などの複数の計測項目に従って、超音波画像を計
測するツールである。また、記憶部２５は、計測項目に応じた計測マーカを記憶する。計
測マーカとは、例えば、超音波画像上で、計測項目に対応する部分領域を計測するための
キャリパである。なお、複数の計測項目は、超音波画像の種類に応じて複数のグループに
予め分類されて、記憶部２５に記憶されていてもよい。複数のグループは、例えば、レン
ダリング画像を計測する複数の第１計測項目を有する第１グループと、レンダリング画像
を除く２次元画像（Ｂモード画像、平均速度画像、分散画像、パワー画像、任意断面画像
）を計測する複数の第２計測項目を有する第２グループとである。なお、計測項目を分類
するグループは、２つに限定されず、例えば、ボリュームデータ、Ｂモードデータ、ドプ
ラデータなど発生されたデータ、または超音波の送受信のモード（Ｂモード、ドプラモー
ド、カラーモード、３次元および４次元モード）などに応じて計測項目は分類されてもよ
い。
【００３９】
　記憶部２５は、画像発生部２３により発生された超音波画像を含む複数の医用画像（複
数の超音波画像）を、複数の医用画像各々に付帯する付帯情報とともに記憶する。ここで
、付帯情報とは、後述する表示部１７のモニタに表示される位置（以下、画像表示位置と
呼ぶ）である。例えば、２つの超音波画像を並列して表示させるツインビュー（Ｔｗｉｎ
　Ｖｉｅｗ）において、レンダリング画像の画像表示位置は、モニタの表示領域の左側に
対応する。また、ツインビューにおける任意断面画像の表示位置は、モニタの表示領域の
右側に対応する。なお、４つの超音波画像を２×２でマトリクス状に表示させる場合、画
像表示位置は、モニタの左上、左下、右上、右下となる。このとき、レンダリング画像は
、例えば、左上に表示される。また、３つの任断面画像（例えば、直交３断面意対応する
超音波画像）は、例えば、左下、右上、右下に表示される。
【００４０】
　また、付帯情報は、複数の超音波画像各々に関する計測の有無、計測項目などを有して
いてもよい。超音波画像の計測に係る複数の計測項目は、レンダリング画像、任意断面画
像、Ｂモード画像、ドプラ画像などに応じて予め分類されて、超音波画像（レンダリング
画像、任意断面画像、Ｂモード画像、ドプラ画像など）の種類ごとに対応付けられて、記
憶部２５に記憶される。
【００４１】
　また、記憶部２５は、後述する計測マーカ表示処理に関するプログラム（医用画像処理
プログラム）を記憶する。記憶部２５は、入力部１５を介した計測ツールの起動を契機と
して、医用画像処理プログラムをＣＰＵ３３に出力する。
【００４２】
　マーカ位置決定部２７は、付帯情報に基づいて、計測マーカの表示位置（以下、マーカ
表示位置と呼ぶ）を決定する。マーカ位置決定部２７は、決定したマーカ表示位置を、後
述するＣＰＵ３３に出力する。
【００４３】
　具体的には、マーカ位置決定部２７は、付帯情報における画像表示位置に基づいて、超
音波画像上におけるマーカ表示位置を決定する。例えば、ツインビューにおいて、複数の
超音波画像が表示されている場合、マーカ位置決定部２７は、計測ツールの起動を契機と
して、複数の超音波画像から任意断面画像を特定する。マーカ位置決定部２７は、特定し
た任意断面画像の画像表示位置を、マーカ表示位置として決定する。より詳細には、任意
断面画像の画像表示位置が、モニタにおける画像表示領域の左側である場合、マーカ位置
決定部２７は、画像表示領域の左側にマーカ表示位置を決定する。一方、任意断面画像の
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画像表示位置が、モニタにおける画像表示領域の右側である場合、マーカ位置決定部２７
は、画像表示領域の右側にマーカ表示位置を決定する。
【００４４】
　なお、マーカ位置決定部２７は、後述する入力部１５を介して入力された計測項目に基
づいて、マーカ表示位置を決定してもよい。例えば、マーカ位置決定部２７は、入力され
た計測項目が第１グループに含まれる場合、計測マーカを重畳して表示する画像として、
レンダリング画像を決定する。マーカ位置決定部２７は、レンダリング画像上にマーカ表
示位置を決定する。なお、入力された計測項目が第１グループに含まれ、かつ複数のレン
ダリング画像が表示される場合、マーカ位置決定部２７は、複数のレンダリング画像の中
間（例えば、複数の超音波画像の境界上の中央）にマーカ表示位置を決定する。
【００４５】
　また、例えば、マーカ位置決定部２７は、入力された計測項目が第２グループに含まれ
る場合、計測マーカを重畳して表示する画像として、任意断面画像を決定する。マーカ位
置決定部２７は、任意断面画像上にマーカ表示位置を決定する。なお、入力された計測項
目が第２グループに含まれ、かつ複数の任意断面画像が表示される場合、マーカ位置決定
部２７は、複数の任意断面画像の中間にマーカ表示位置を決定する。
【００４６】
　画像合成部２９は、超音波画像に、種々のパラメータの文字情報および目盛等を合成す
る。画像合成部２９は、合成された画像を表示部１７に出力する。画像合成部２９は、入
力部１５を介して入力された計測ツールの起動を契機として、超音波画像上のマーカ表示
位置に、計測マーカを合成する。画像合成部２９は、計測マーカを合成した画像を、表示
部１７に出力する。
【００４７】
　Ｉ／Ｆ３１は、ネットワーク、図示していない外部記憶装置および生体信号計測部に関
するインターフェースである。装置本体１３によって得られた超音波画像等のデータおよ
び解析結果等は、Ｉ／Ｆ３１とネットワークとを介して他の装置に転送可能である。生体
信号計測部は、被検体の生体波形を収集する。生体波形とは、例えば、被検体の心電波形
、心音波形、脈波形、呼吸波形などである。以下、説明を簡単にするために、生体波形は
心電波形であるものとする。この時、生体信号計測部は、心電計となる。
【００４８】
　ＣＰＵ３３は、入力部１５を介して操作者により入力されたＢモードとドプラモードに
対する選択、フレームレート、被走査深度、送信開始・終了などに基づいて、記憶部２５
に記憶された送信遅延パターンと、受信遅延パターンと、装置制御プログラムとを読み出
し、これらに従って装置本体１３を制御する。
【００４９】
　ＣＰＵ３３は、入力部１５を介して計測ツールの起動が入力されると、マーカ表示位置
を決定するために、マーカ位置決定部２７を制御する。ＣＰＵ３３は、超音波画像上にお
いて、決定されたマーカ表示位置に、計測マーカを合成するために、画像合成部２９を制
御する。ＣＰＵ３３は、超音波画像のマーカ表示位置に計測マーカを合成した画像を表示
させるために、表示部１７を制御する。
【００５０】
　入力部１５は、装置本体１３に接続され、操作者からの各種指示・命令・情報・選択・
設定を装置本体１３に取り込む。入力部１５は、図示していないトラックボール、スイッ
チボタン、マウス、キーボード等の入力デバイスを有する。入力デバイスは、表示画面上
に表示されるカーソルの座標を検出し、検出した座標をＣＰＵ３３に出力する。なお、入
力デバイスは、表示画面を覆うように設けられたタッチパネルでもよい。この場合、入力
部１５は、電磁誘導式、電磁歪式、感圧式等の座標読み取り原理でタッチ指示された座標
を検出し、検出した座標をＣＰＵ３３に出力する。また、操作者が入力部１５の終了ボタ
ンまたはフリーズボタンを操作すると、超音波の送受信は終了し、装置本体１３は一時停
止状態となる。
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【００５１】
　具体的には、入力部１５は、ツインビュー表示を実行するためのツインビュー表示ボタ
ン、計測ツールの起動を入力する計測ツール起動ボタン、計測ツールを用いた計測におけ
る計測項目を選択して入力するダイヤル、トラックボール、表示画面上に表示されたカー
ソルなどを有する。なお、計測ツールの起動、計測項目の選択、ツインビューの実行など
に関する入力は、表示部１７の表示画面を覆うタッチパネルとして設けられてもよい。
【００５２】
　入力部１５は、トラックボールまたはマウスの操作により、表示部１７のモニタに表示
された計測マーカを、移動させる。入力部１５は、決定ボタンを押下することにより、計
測マーカの位置を決定する。このとき、計測マーカの背景となっている超音波画像上で、
選択された計測項目に関する計測が実行される。
【００５３】
　表示部１７は、図示していないモニタを有する。表示部１７は、画像発生部２３により
発生された種々の超音波画像を、モニタに表示させる。表示部１７は、種々の超音波画像
に対して、ブライトネス、コントラスト、ダイナミックレンジ、γ補正などの調整および
、カラーマップの割り当てを実行してもよい。具体的には、表示部１７は、ツインビュー
表示の操作が実行されると、例えば、レンダリング画像と任意断面画像とを並列表示する
。表示部１７は、計測ツールの起動の指示を契機として、決定されたマーカ表示位置に計
測マーカを、超音波画像とともに表示する。
【００５４】
　　（計測マーカ表示機能）　
　計測マーカ表示機能とは、付帯情報における画像表示位置と、計測項目とのうち少なく
ともひとつに基づいて、計測マーカを表示するマーカ表示位置を決定し、決定されたマー
カ表示位置に計測マーカを表示する機能である。以下、計測マーカ表示機能に係る処理（
以下、計測マーカ表示処理と呼ぶ）について説明する。
【００５５】
　図２は、計測マーカ表示処理の手順を示すフローチャートの一例を示す図である。　
　４次元モード（または３次元モード）による超音波の送受信により、ボリュームデータ
が発生される（ステップＳａ１）。ボリュームデータに基づいて、断面画像とレンダリン
グ画像とが発生される（ステップＳａ２）。断面画像とレンダリング画像とが、付帯情報
（画像表示位置）とともに記憶部２５に記憶される（ステップＳａ３）。
【００５６】
　入力部１５を介した操作者の指示により、計測ツールが起動される（ステップＳａ４）
。付帯情報に基づいて、計測マーカのマーカ表示位置が決定される（ステップＳａ５）。
マーカ表示位置は、例えば、計測される超音波画像の画像表示位置に基づいて決定される
。なお、入力部１５を介して計測項目が入力された場合、入力された計測項目が第１グル
ープまたは第２グループのうちいずれのグループに属しているかが、マーカ位置決定部２
７により判定される。入力された計測項目が第１グループに属している場合、マーカ表示
位置は、画像表示位置に基づいて、レンダリング画像上に設定される。入力された計測項
目が第２グループに属している場合、マーカ表示位置は、画像表示位置に基づいて、断面
画像上に設定される。
【００５７】
　断面画像とレンダリング画像とともに、決定されたマーカ表示位置に、計測マーカが表
示される（ステップＳａ６）。計測マーカを用いて、計測が実行される（ステップＳａ７
）。
【００５８】
　（第１の変形例）　
　本実施形態との相違は、表示部１７に表示される超音波画像に対して計測の実行の有無
に基づいて、マーカ表示位置を決定することにある。
【００５９】
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　記憶部２５は、複数の超音波画像各々に対する計測の実行の有無を、超音波画像各々の
付帯情報として記憶する。
【００６０】
　マーカ位置決定部２７は、記憶部２５から付帯情報を読み出す。マーカ位置決定部２７
は、付帯情報すなわち計測の実行の有無と画像表示位置とに基づいて、マーカ表示位置を
決定する。具体的には、マーカ位置決定部２７は、表示された超音波画像において、未計
測となっている超音波画像の画像表示位置を、マーカ表示位置として決定する。また、表
示されている超音波画像がすでに計測が実行されている場合、マーカ位置決定部２７は、
表示されている超音波画像の境界線上の中央に、マーカ表示位置を決定する。また、表示
されている超音波画像が未計測である場合、マーカ位置決定部２７は、本実施形態におけ
る計測マーカ表示機能に従って、マーカ表示位置を決定する。
【００６１】
　　（計測マーカ表示機能）　
　本変形例に係る計測マーカ表示機能とは、表示されている超音波画像のうち少なくとも
一つの超音波画像に対して計測が実行されている場合、超音波画像に対する計測の実行の
有無と、画像像表示位置とに基づいて、マーカ表示位置を決定する機能である。以下、説
明を簡単にするために、表示部１７のモニタには、ツインビューで２つの超音波画像が表
示されるものとする。
【００６２】
　図３は、計測マーカ表示処理の手順を示すフローチャートの一例を示す図である。　
　入力部１５を介して計測ツールが起動される（ステップＳｂ１）。表示されている超音
波画像各々に関する付帯情報が、記憶部２５から読み出される。モニタに並列表示された
２つの超音波画像のうち、一方の超音波画像が未計測か否かが判定される（ステップＳｂ
２）。一方の超音波画像が未計測である場合、マーカ表示位置は、未計測の超音波画像（
以下、未計測画像と呼ぶ）の画像表示位置に決定される（ステップＳｂ３）。未計測画像
において、計測マーカは、マーカ表示位置に表示される（ステップＳｂ４）。
【００６３】
　図４は、ツインビューにおいて、未計測画像上に表示された計測マーカの一例を示す図
である。図４において、未計測画像は、右側に示す超音波画像である。図４に示すように
、計測マーカは、右側の超音波画像に表示される。
【００６４】
　なお、３つの超音波画像が表示される場合（例えば、マルチプレーン表示）であって、
未計測画像が２つある場合、マーカ表示位置は、未計測画像の境界線の中央に決定される
。
【００６５】
　ツインビューにおける両者の超音波画像に対してすでに計測が実行されている場合、２
つの超音波画像の境界線上の中央に、マーカ表示位置が決定される（ステップＳｂ５）。
境界線上の中央をマーカ表示位置として、計測マーカが表示される（ステップＳｂ６）。
【００６６】
　図５は、ツインビューにおいて、２つの超音波画像の境界線上の中央に表示された計測
マーカの一例を示す図である。図５における２つの超音波画像は、すでに計測が実行され
ている超音波画像である。図５に示すように、計測マーカは、２つの超音波画像の境界線
上の中央に表示される。
【００６７】
　計測マーカを用いて、計測が実行される（ステップＳｂ７）。計測が実行された超音波
画像の付帯情報が、計測済みとして更新される（ステップＳｂ８）。更新された付帯情報
が、計測された超音波画像に関連付けられて、記憶部２５に記憶される。
【００６８】
　（第２の変形例）　
　本実施形態との相違は、過去に実行された計測の計測点に関する情報（以下、マーカ位
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置情報と呼ぶ）を付帯情報として記憶し、マーカ位置情報に関する計測と同じ計測が表示
された超音波画像に対して実行されるとき、マーカ位置情報と画像表示位置とに基づいて
、マーカ表示位置を決定することにある。
【００６９】
　記憶部２５は、マーカ位置情報に関する計測項目とマーカ位置情報とを超音波画像とと
もに記憶する。なお、マーカ位置情報は、計測項目、診断部位、被検体名、操作者名など
のうち少なくとも一つが関連付けられて記憶されてもよい。マーカ位置情報に関連付けら
れた計測項目、診断部位、被検体名、操作者名は、マーカ位置情報に組み込まれて記憶部
２５に記憶されてもよい。
【００７０】
　マーカ位置決定部２７は、起動された計測ツールにおいて、マーカ位置情報に関する計
測項目と同じ計測項目が入力（選択）されたとき、入力された計測項目と同じ計測項目に
関するマーカ位置情報を、記憶部２５から読み出す。マーカ位置決定部２７は、読み出し
たマーカ位置情報における計測マーカの位置と、付帯情報における画像表示位置とに基づ
いて、マーカ表示位置を決定する。
【００７１】
　なお、マーカ位置決定部２７は、計測ツールが起動されると、表示された超音波画像に
関する検査項目、診断部位、被検体名、操作者名などのうち少なくとも一つに基づいて、
記憶部２５に記憶されているマーカ位置情報を検索して読み出してもよい。また、入力さ
れた計測項目に対して複数のマーカ表示位置が決定される場合、マーカ位置決定部２７は
、複数のマーカ表示位置各々の決定に関するマーカ位置情報を、表示部１７に出力する。
このとき、表示部１７には、複数のマーカ表示位置各々に関するマーカ位置情報（診断部
位、被検体名、操作者名など）が、表示される。
【００７２】
　　（計測マーカ表示機能）　
　本変形例に係る計測マーカ表示機能とは、付帯情報として記憶部２５に記憶されたマー
カ位置情報と画像表示位置とに基づいて、マーカ表示位置を決定する機能である。
【００７３】
　図６は、計測マーカ表示処理の手順を示すフローチャートの一例を示す図である。　
　入力部１５を介して計測ツールが起動される（ステップＳｃ１）。入力部１５を介して
、計測項目が入力される（ステップＳｃ２）。入力された計測項目に基づいて、マーカ位
置情報が、記憶部２５から読み出される。読み出されたマーカ位置情報における計測マー
カの位置と、付帯情報における画像表示位置とに基づいて、マーカ表示位置が決定される
（ステップＳｃ３）。マーカ表示位置に計測マーカが表示される（ステップＳｃ４）。計
測マーカを用いて、計測が実行される（ステップＳｃ５）。計測の実行時における計測マ
ーカの位置を、計測された超音波画像とともに、マーカ位置情報として、記憶部２５に記
憶される（ステップＳｃ６）。
【００７４】
　（第３の変形例）　
　本実施形態との相違は、並列表示された２つの超音波画像に関して対となる２つの計測
部位から選択された計測部位に基づいて、選択された計測部位に関する超音波画像におい
て、マーカ表示位置を決定することにある。
【００７５】
　並列表示された２つの超音波画像とは、例えば、モニタにおける表示領域の右側に表示
される右頸動脈像（右頸動脈を有する超音波画像）と、モニタにおける表示領域の左側に
表示される左頸動脈像（左頸動脈を有する超音波画像）とである。対となる２つの計測部
位とは、例えば、右総頸動脈（Ｒｉｇｈｔ　ＣＣＡ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃａｒｏｔｉｄ　Ａ
ｒｔｅｒｙ））と、左総頸動脈（Ｌｅｆｔ　ＣＣＡ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃａｒｏｔｉｄ　Ａ
ｒｔｅｒｙ））とである。以下、説明を簡単にするために、並列表示された２つの超音波
画像は、右頸動脈像と左頸動脈像とであるものとする。また、対となる２つの計測部位と
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は、右総頸動脈と左総頸動脈とであるものとする。なお、本変形例が適用可能な計測部位
は、右総頚動脈と左総頸動脈とに限定されず、ツインビューにおいて、２つの超音波画像
両者に対して計測が実行される計測部位であれば、どのような計測部位であってもよい。
また、本変形例が適用可能な２つの超音波画像は、右頸動脈像と左頸動脈像とに限定され
ず、対となる計測項目にそれぞれ対応する２つの超音波画像であれば、どのような超音波
画像であってもよい。
【００７６】
　マーカ位置決定部２７は、右総頸動脈と左総頸動脈とのうち選択された計測部位に基づ
いて、選択された計測部位に対応する超音波画像（右頸動脈像または左頸動脈像）上に、
マーカ表示位置を決定する。例えば、入力部１５を介してＲｉｇｈｔ　ＣＣＡが入力され
ると、マーカ位置決定部２７は、モニタにおける表示領域の右側に表示される右頸動脈像
にマーカ表示位置を決定する。また、例えば、入力部１５を介してＬｅｆｔ　ＣＣＡが入
力されると、マーカ位置決定部２７は、モニタにおける表示領域の左側に表示される左頸
動脈像にマーカ表示位置を決定する。
【００７７】
　図７は、並列表示された右頸動脈像と左頸動脈像とにおいて、入力部１５を介してＲｉ
ｇｈｔ　ＣＣＡが入力されたときに表示される計測マーカの一例を示す図である。図７に
示すように、右頸動脈像は、モニタの表示領域の右側に表示される。入力部１５を介して
、Ｒｉｇｈｔ　ＣＣＡが入力されると、表示されている右頸動脈像に、計測マーカが表示
される。
【００７８】
　（第４の変形例）　
　本実施形態との相違は、被検体に対する生体波形において、超音波画像の収集時点を付
帯情報として記憶し、入力部１５を介して入力された計測項目に関する生体波形の時相に
基づいてこの時相に含まれる収集時点に対応する超音波画像を特定し、特定した超音波画
像上にマーカ表示位置を決定することにある。以下、説明を簡単にするために、生体波形
は、心電波形であるものとする。加えて、計測項目に関する心電波形の時相は、例えば、
拡張期と収縮期であるものとする。また、本変形例において、モニタには被検体の心臓に
関する２つの超音波画像が、並列表示されるものとする。
【００７９】
　本変形例において、モニタに並列表示される２つの超音波画像は、例えば以下の様にし
て収集して表示される。まず、被検体の心臓に対して、１画面表示で超音波走査が実行さ
れる。次いで、所望の超音波画像の収取後、フリーズ操作が入力される。表示部１７は、
１画面表示を２画面表示に切り替える。例えば、モニタの表示領域の左側において、収集
した複数の超音波画像から拡張期の超音波画像（以下、拡張期画像と呼ぶ）が選択される
と、表示部１７は、モニタの表示領域の左側において、選択された超音波画像（拡張期画
像）を表示する。次いで、例えば、モニタの表示領域の右側において、収集した複数の超
音波画像から収縮期の超音波画像（以下、収縮期画像と呼ぶ）が選択されると、表示部１
７は、モニタの表示領域の右側において、選択された超音波画像（収縮期画像）を表示す
る。このとき、表示部１７は、モニタの表示領域の左側には拡張期画像を表示し、モニタ
の表示領域の右側には収縮期画像を表示する。
【００８０】
　記憶部２５は、Ｉ／Ｆ３１を介して収集した心電波形において、超音波画像を収集した
時点を、付帯情報として、収集した超音波画像とともに記憶する。記憶部２５は、超音波
画像を収集した時点を、心電波形とともに記憶する。
【００８１】
　拡張期画像と収縮期画像とが表示された２画面表示において、拡張期に関する計測項目
が選択された場合、マーカ位置決定部２７は、モニタの表示領域の左側、すなわち拡張期
画像を表示している位置を、マーカ表示位置として決定する。また、収縮期に関する計測
項目が選択された場合、マーカ位置決定部２７は、モニタの表示領域の右側、すなわち収
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縮期画像を表示している位置を、マーカ表示位置として決定する。
【００８２】
　図８は、２画面表示された収縮期画像と拡張期画像とにおいて、収縮期に関する計測項
目の選択により、右側の収縮期画像に表示された計測マーカの一例を示す図である。２画
面表示において表示されている２つの超音波画像が、拡張期と収縮期とのうちいずれの時
相であるかが記憶されていない場合、例えば、以下のようにして、２つの超音波画像の時
相が決定される。
【００８３】
　マーカ位置決定部２７は、収集時点と心電波形とに基づいて、収集時点の心電波形にお
ける時相（拡張期または収縮期）を決定する。
【００８４】
　具体的には、マーカ位置決定部２７は、記憶部２５から心電波形を読み出す。マーカ位
置決定部２７は、読み出した心電波形において、拡張期と収縮期との境界となる時点（以
下、境界時点と呼ぶ）を決定する。境界時点とは、例えば、心電波形のＲ波の頂点の時点
とＴ波が終わる時点（以下、Ｔ波終了時点と呼ぶ）である。Ｔ波終了時点は、例えば、接
線法により決定される。マーカ位置決定部２７は、Ｒ波の頂点の時点からＴ波終了時点ま
での期間を、収縮期として決定する。マーカ位置決定部　　は、心電波形において、収縮
期を除く期間を、拡張期として決定する。なお、マーカ位置決定部２７は、Ｔ波終了時点
からＲ波の頂点の時点までの期間を、拡張期として決定してもよい。
【００８５】
　図９は、心電波形において、境界時点と拡張期と収縮期との一例を示す図である。図９
に示すように、マーカ位置決定部２７は、心電波形において、Ｔ波の頂点とこの頂点の時
点より未来であって直近のＴ波の変曲点と間の点における接線を計算する。マーカ位置決
定部２７は、計算された接線と心電波形の０Ｖの直線との交点を、Ｔ波終了時点として決
定する。
【００８６】
　マーカ位置決定部２７は、表示部１７に表示された２つの超音波画像の収集時点と、心
電波形において決定された収縮期と拡張期とに基づいて、表示部１７に表示された2つの
超音波画像各々が収集された期間、すなわち収縮期または拡張期を決定する。具体的には
、マーカ位置決定部２７は、収集時点が拡張期の範囲内に含まれる場合、この収集時点に
対応する超音波画像を、拡張期画像として決定する。マーカ位置決定部２７は、収集時点
が収縮期の範囲内に含まれる場合、この収集時点に対応する超音波画像を、収縮期画像と
して決定する。
【００８７】
　マーカ位置決定部２７は、計測項目に関する心電波形の時相（拡張期または収縮期）に
基づいて、この時相に対応する超音波画像を特定する。マーカ位置決定部２７は、特定し
た超音波画像上に、マーカ表示位置を決定する。
【００８８】
　（計測マーカ表示機能）　
　本変形例に係る計測マーカ表示機能とは、被検体に対する心電波形を用いて、超音波画
像の収集時点を付帯情報として記憶し、入力部１５を介して入力された計測項目に関する
心電波形の時相（拡張期又は収縮期）に基づいてこの時相に含まれる収集時点に対応する
超音波画像を特定し、特定した超音波画像上にマーカ表示位置を決定することにある。
【００８９】
　図１０は、計測マーカ表示処理の手順を示すフローチャートの一例を示す図である。　
　被検体に対する心電波形を用いて、超音波画像を収集した収集時点が、付帯情報として
記憶される（ステップＳｄ１）。入力部１５を介して計測ツールが起動される（ステップ
Ｓｄ２）。入力部１５を介して、計測項目が入力される（ステップＳｄ３）。選択された
計測項目に基づいて、対応する心電波形の時相（拡張期または収縮期）が決定される（ス
テップＳｄ４）。決定された時相（拡張期または収縮期）に含まれる収集時点に対応する
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超音波画像が特定される（ステップＳｄ５）。特定された超音波画像上に、マーカ表示位
置が決定される（ステップＳｄ６）。特定された超音波画像上のマーカ表示位置に、計測
マーカが表示される（ステップＳｄ７）。計測マーカを用いて、計測が実行される（ステ
ップＳｄ８）。
【００９０】
　（第５の変形例）　
　本実施形態との相違は、被検体における同一診断部位に関する複数の超音波画像が表示
されている場合、表示されている超音波画像のうちアクティブ状態となっている超音波画
像において、マーカ表示位置を決定することにある。
【００９１】
　入力部１５は、被検体における同一診断部位（例えば、腹部）に関する２つの超音波画
像を表示する表示態様（以下、同一診断部位表示と呼ぶ）を入力する。なお、同一診断部
位表示において、表示される超音波画像の数は、２つに限定されない。
【００９２】
　表示部１７は、同一診断部位表示があらかじめ入力されているとき、同一診断部位（例
えば、腹部）に関する２つの超音波画像を表示する。
【００９３】
　マーカ位置決定部２７は、同一診断部位表示が実行されているときにおいて計測ツール
が起動されると、計測ツールの起動時においてアクティブとなっている超音波画像（以下
、アクティブ画像と呼ぶ）上に、マーカ表示位置を決定する。
【００９４】
　図１１は、同一診断部位表示において、アクティブ画像上に表示された計測マーカの一
例を示す図である。図１１に示すように、同一診断部位表示において、右側の超音波画像
がアクティブとなっているときに計測ツールが起動されると、右側の超音波画像上に計測
マーカが表示される。
【００９５】
　（第６の変形例）　
　本実施形態との相違は、被検体における異なる診断部位および異なる時点に関する２つ
の超音波画像が表示されている場合、表示されている２つの超音波画像における境界上に
、マーカ表示位置を決定することにある。
【００９６】
　入力部１５は、被検体における異なる診断部位および異なる時点に関する２つの超音波
画像を表示する表示態様（以下、相違診断部位表示と呼ぶ）を入力する。なお、相違診断
部位表示において、表示される超音波画像の数は、２つに限定されない。
【００９７】
　表示部１７は、相違診断部位表示があらかじめ入力されているとき、相違診断部位（例
えば、頸部動脈、循環器系、心臓系）に関する２つの超音波画像を表示する。
【００９８】
　マーカ位置決定部２７は、相違診断部位表示が実行されているときにおいて計測ツール
が起動されると、２つの超音波画像の境界線上の中央を、マーカ表示位置として決定する
。
【００９９】
　図１２は、相違診断部位表示において、２つの超音波画像の境界の中央に表示された計
測マーカの一例を示す図である。図１２に示すように、相違診断部位表示において、２つ
の超音波画像は、診断部位および収集時点が異なる。図１２に示すように、相違診断部位
表示において、計測ツールが起動されると、２つの超音波画像の境界の中央に計測マーカ
が表示される。
【０１００】
　（計測マーカ表示機能）　
　以下で説明する計測マーカ表示機能は、第５の変形例と第６の変形例とに関する計測マ
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ーカ表示機能に関する説明である。すなわち、本計測マーカ表示機能は、同一診断部位表
示の場合において、表示されている超音波画像のうちアクティブ状態となっている超音波
画像においてマーカ表示位置を決定し、相違診断部位表示において、表示されている２つ
の超音波画像における境界上にマーカ表示位置を決定する機能である。
【０１０１】
　図１３は、計測マーカ表示処理の手順を示すフローチャートの一例を示す図である。　
　入力部１５を介して、同一診断部位表示または相違診断部位表示が入力される（ステッ
プＳｅ１）。入力部１５を介して計測ツールが起動される（ステップＳｅ２）。同一診断
部位表示であれば（ステップＳｅ３）、同一診断部位表示における２つの超音波画像のう
ち、アクティブ状態となっている超音波画像（アクティブ画像）が特定される（ステップ
Ｓｅ４）。アクティブ画像の中央が、マーカ表示位置として決定される（ステップＳｅ５
）。
【０１０２】
　相違診断部位表示であれば（ステップＳｅ３）、相違診断部位表示における２つの超音
波画像の境界の中央が、マーカ表示位置として決定される（ステップＳｅ６）。マーカ表
示位置に、計測マーカが表示される（ステップＳｅ７）。計測マーカを用いて、計測が実
行される（ステップＳｅ８）。
【０１０３】
　（第７の変形例）　
　本実施形態との相違は、本実施形態および第１乃至第６変形例に係るマーカ表示位置の
複数の決定処理（以下、マーカ表示位置決定処理と呼ぶ）を、予め設定することにある。
なお、マーカ表示位置決定処理は、単独または複数予め設定されてもよい。また、マーカ
表示位置決定処理は、入力部１５を介して、操作者により選択されてあらかじめ設定する
ことも可能である。
【０１０４】
　（第８の変形例）　
　本実施形態との相違は、計測マーカが重畳される超音波画像の色相に応じて、計測マー
カの表示態様を、操作者にとって視認性を向上させる表示態様に変更して、計測マーカを
表示することにある。
【０１０５】
　表示部１７は、例えば、ツインビューにおいて、２つの超音波画像の両者に計測マーカ
を表示する。表示部１７は、計測マーカが重畳される超音波画像の色相に応じて、計測マ
ーカの表示態様を、操作者にとって視認性を向上させる表示態様に変更して、計測マーカ
を表示する。表示態様は、例えば、計測マーカの太さと色相と明度などである。なお、計
測マーカの表示態様を変更して表示することは、ツインビューに限定されず、任意の数の
超音波画像上に計測マーカを重畳して表示することに適用可能である。
【０１０６】
　記憶部２５は、所定の色差および明度差、計測マーカの複数の太さを記憶する。
【０１０７】
　ＣＰＵ３３は、計測マーカの背景の超音波画像の色相に基づいて、計測マーカの色相と
、計測マーカの背景の超音波画像の色相とが、所定の色差を有するように、計測マーカの
色相を決定する。ＣＰＵ３３は、計測マーカの背景の超音波画像の明度に基づいて、計測
マーカの明度と、計測マーカの背景の超音波画像の明度とが、所定の明度差を有するよう
に、計測マーカの明度を決定する。ＣＰＵ３３は、計測マーカの色相と、計測マーカの背
景の超音波画像の色相との色差、または計測マーカの明度と計測マーカの背景の超音波画
像の明度との明度差に基づいて、計測マーカの太さを決定する。ＣＰＵ３３は、決定した
色相、明度、計測マーカの太さなどを、表示部１７に出力する。
【０１０８】
　すなわち、ＣＰＵ３３は、計測マーカと背景の超音波画像とにおいて、所定の色差およ
び所定の明度差未満であれば、計測ツールの表示態様（色相、明度、太さ）を、操作者に
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とって視認性を向上させる表示態様（色相、明度、太さ）に変更する。これにより、表示
される計測マーカと、背景の超音波画像とは、所定の色差および所定の明度差を有して、
モニタに表示される。
【０１０９】
　図１４は、ツインビューにおいて、計測マーカ表示態様を変更して表示した一例を示す
図である。図１４に示すように、計測マーカの表示態様は、背景となる超音波画像の色相
、明度などに応じて適宜変更される。
【０１１０】
　（計測マーカ表示態様変更機能）
　計測マーカ表示態様変更機能とは、計測マーカが重畳される超音波画像の色相に応じて
、計測マーカの表示態様を、操作者にとって視認性を向上させる表示態様に変更する機能
である。以下、計測マーカ表示態様変更機能に関する処理（以下、計測マーカ表示態様変
更処理と呼ぶ）について説明する。
【０１１１】
　図１５は、計測マーカ表示態様変更処理の手順を示すフローチャートである。　
　入力部１５を介した操作者の指示により、計測ツールが起動される（ステップＳｆ１）
。計測マーカと背景の超音波画像との間の色差および明度差が、所定の色差および所定の
明度差未満であれば（ステップＳｆ２）、計測マーカの表示態様は、視認性を向上させた
表示態様に変更される（ステップＳｆ３）。計測マーカは、変更された表示態様（色相、
明度、太さ）で表示される（ステップＳｆ４）。
【０１１２】
　計測マーカと背景の超音波画像との間の色差および明度差が、所定の色差および所定の
明度差以上であれば（ステップＳｆ２）、表示態様（色相、明度、太さ）を非変更で、計
測マーカは表示される（ステップＳｆ５）。計測マーカを用いて、計測が実行される（ス
テップＳｆ６）。
【０１１３】
　以上に述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。　
　本実施形態の超音波診断装置１によれば、付帯情報における画像表示位置と、計測項目
とのうち少なくともひとつに基づいて、計測マーカを表示するマーカ表示位置を決定し、
決定されたマーカ表示位置に計測マーカを表示することができる。すなわち、本実施形態
によれば、４次元モード（または３次元モード）において、ほぼすべての計測を任意断面
画像上で行うため、計測ツールの起動時において、任意断面画像上に計測ツールを表示す
ることができきる。これにより、操作者が所望する計測点まで計測ツールを移動させる移
動量を、低減させることができる。
【０１１４】
　本実施形態における第１の変形例の超音波診断装置１によれば、表示部１７に表示され
る超音波画像に対して計測の実行の有無に基づいて、マーカ表示位置を決定することがで
きる。これにより、未計測の超音波画像に対して、計測マーカを表示させることができる
。また、第１の変形例によれば、表示された２つの超音波画像が未計測である場合、２つ
の超音波画像の境界の中央に計測ツールを表示することができる。これにより、第１の変
形例によれば、未計測のいずれの超音波画像に対しても、計測ツールの移動距離を短くす
るような位置に、計測マーカを表示させることができる。
【０１１５】
　 本実施形態における第２の変形例の超音波診断装置１によれば、マーカ位置情報に関
する計測と同じ計測が表示された超音波画像に対して実行されるとき、マーカ位置情報と
画像表示位置とに基づいて、マーカ表示位置を決定することができる。超音波診断装置１
における検査は診断部位ごとに検査手順を定め、この検査手順に則って検査を行うことが
一般的である。このため、同じ診断部位の検査ならば被検体が異なっても同じような超音
波画像が表示される。このことから、第２の変形例によれば、同じような超音波画像が表
示され、かつ計測ツールが起動されたとき、過去の計測に基づいた最適な位置に計測ツー
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ルを表示することができる。
【０１１６】
　本実施形態における第３の変形例の超音波診断装置１によれば、並列表示された２つの
超音波画像に関して対となる２つの計測部位のうち選択された計測部位に基づいて、選択
された計測部位に関する超音波画像上に、マーカ表示位置を決定するこができる。これに
より、２つの超音波画像の両者を計測する場合において、選択された計測項目に応じて、
計測が実行される超音波画像上に計測ツールを表示することができる。
【０１１７】
　本実施形態における第４の変形例の超音波診断装置１によれば、被検体に対する生体波
形（例えば心電波形）において、超音波画像の収集時点を付帯情報として記憶し、入力部
１５を介して入力された計測項目に関する生体波形の時相に基づいてこの時相に含まれる
収集時点に対応する超音波画像を特定し、特定した超音波画像上にマーカ表示位置を決定
することができる。これにより、計測項目に関する生体波形の時相に対応する超音波画像
上に、計測マーカを表示することができる。
【０１１８】
　本実施形態における第５の変形例の超音波診断装置１によれば、被検体における同一診
断部位に関する複数の超音波画像が表示されている場合、表示されている超音波画像のう
ちアクティブ状態となっている超音波画像において、マーカ表示位置を決定することがで
きる。計測ツールの起動時にアクティブだった超音波画像は、計測ツールの起動時まで操
作者がこの超音波画像上で何かの作業をしていた、または、操作者が明示的にこの超音波
画像をアクティブにしていた超音波画像である。このため、第５の変形例においては、操
作者が所望するアクティブな超音波画像に計測ツールを表示することができる。
【０１１９】
　本実施形態における第６の変形例の超音波診断装置１によれば、被検体における異なる
診断部位および異なる時点に関する２つの超音波画像が表示されている場合、表示されて
いる２つの超音波画像における境界上に、マーカ表示位置を決定することができる。すな
わち、第６の変形例によれば、異なる診断部位、時点を表示する様なプリセット（例えば
頸部動脈、循環器系、心臓系）の場合、操作者がどの超音波画像に対して計測を所望して
いるのか判断できないため、特定の超音波画像上に計測ツールを表示するのではなく、ど
の超音波画像に対しても計測ツールの移動量が少なくなるように、計測ツールを表示する
ことができる。
【０１２０】
　本実施形態における第７の変形例の超音波診断装置１によれば、本実施形態および第１
乃至第６変形例に係るマーカ表示位置の複数の決定処理（以下、マーカ表示位置決定処理
と呼ぶ）を、予め設定することができる。これにより、マーカ表示位置決定処理の適用状
況を拡大することができ、操作者に対する利便性を向上させることができる。
【０１２１】
　本実施形態における第８の変形例の超音波診断装置１によれば、計測マーカが重畳され
る超音波画像の色相に応じて、計測マーカの表示態様を、操作者にとって視認性を向上さ
せる表示態様に変更して、計測マーカを表示することができる。第８の変形例によれば、
例えば、ドプラデータに基づいて発生されたカラードプラ画像、パワードプラ画像などの
カラー表示に係る超音波画像において、計測マーカの視認性を向上させることができる。
【０１２２】
　以上のことから、本超音波診断装置によれば、計測ツールの起動後、状況に応じて操作
者が計測を所望する超音波画像に関して計測ツールを表示することができる。これにより
、表示された計測ツールの位置から操作者が所望する計測点までの距離が短くなる。これ
らのことから、本超音波診断装置１によれば、操作者に対する操作性が向上する。この結
果、本超音波診断装置１によれば、被検体に対する診断効率が向上し、計測ツールの使用
において操作者に対する負担を低減させることができる。
【０１２３】



(20) JP 6274489 B2 2018.2.7

10

20

30

　また、本実施形態の変形例として、本超音波診断装置１の技術的思想を医用画像処理装
置２で実現する場合には、例えば図１の構成図における点線内の構成要素を有するものと
なる。医用画像処理装置２において、本実施形態に係る計測マーカ表示処理は、例えば、
図２のステップＳａ３乃至ステップＳａ７の処理に対応する。これらの処理については、
実施形態と同様である。また、第１の変形乃至第８の変形例を適用した医用画像処理装置
２は、発生された超音波画像および生体波形を、予め記憶部２５に記憶する。第１の変形
乃至第８の変形例における各処理は、医用画像処理装置において実行可能である。また、
医用画像処理装置２に係る本実施形態および第１乃至第８の変形例において、計測マーカ
を重畳して表示させる画像は、超音波画像に限定されず、任意の医用画像についてマーカ
表示位置を決定し、計測マーカを表示されることも可能である。
【０１２４】
　加えて、実施形態に係る各機能は、当該処理を実行する医用画像処理プログラム（計測
マーカ表示処理および計測マーカ表示態様変更処理に関するプログラム）をワークステー
ション等のコンピュータにインストールし、これらをメモリ上で展開することによっても
実現することができる。このとき、コンピュータに当該手法を実行させることのできるプ
ログラムは、磁気ディスク（ハードディスクなど）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ
など）、半導体メモリなどの記憶媒体に格納して頒布することも可能である。
【０１２５】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
ものである。
【符号の説明】
【０１２６】
　１…超音波診断装置、２…医用画像処理装置、１１…超音波プローブ、１３…装置本体
、１５…入力部、１７…表示部、２１…送受信部、２３…画像発生部、２５…記憶部、２
７…マーカ位置決定部、２９…画像合成部、３１…インターフェース（Ｉ／Ｆ）部、３３
…制御プロセッサ（ＣＰＵ）
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